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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 高分子ＥＬ素子

(57)【要約】
【課題】  高分子発光層と陰極の間に均一な膜の光吸収
層を設け、外部光が陰極表面で反射することを防ぎ、コ
ントラストの高い見やすい発光面を有する高分子ＥＬ素
子を安価に提供すること。
【解決手段】  透光性基材上に、少なくとも透明又は半
透明な陽極層と高分子発光層を含む高分子ＥＬ層と陰極
層を順次積層してなる高分子ＥＬ素子において、該高分
子発光層と陰極層との間に少なくとも染料を含む光吸収
層を一層以上含むことを特徴とする高分子ＥＬ素子。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】透光性基材上に、少なくとも透明又は半透
明な陽極層と高分子発光層を含む高分子ＥＬ層と陰極層
を順次積層してなる高分子ＥＬ素子において、該高分子
発光層と陰極層との間に少なくとも染料を含む光吸収層
を一層以上含むことを特徴とする高分子ＥＬ素子。
【請求項２】前記高分子ＥＬ層が、正孔輸送層又は／及
び電子輸送層を含むことを特徴とする請求項１に記載の
高分子ＥＬ素子。
【請求項３】前記光吸収層が、染料と高分子発光体材料
からなることを特徴とする、請求項１または２に記載の
高分子ＥＬ素子。
【請求項４】前記光吸収層が、染料と電子輸送性の高分
子材料からなることを特徴とする、請求項１または２に
記載の高分子ＥＬ素子。
【請求項５】前記光吸収層が、染料及び前記高分子発光
層に用いられる高分子材料を含むことを特徴とする請求
項１～３のいずれかに記載の高分子ＥＬ素子。
【請求項６】前記光吸収層が、染料及び前記電子輸送層
に用いられる高分子材料を含むことを特徴とする請求項
２または４に記載の高分子ＥＬ素子。
【請求項７】前記光吸収層を形成する染料が、高分子発
光層の補色を有する染料、または高分子発光層の補色を
有するように２種類以上の染料を組み合わせ、からなる
ことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の高分
子ＥＬ素子。
【請求項８】前記光吸収層を形成する染料が、黒色を有
する染料、または黒色を有するように２種類以上の染料
を組み合わせ、からなることを特徴とする請求項１～７
のいずれかに記載の高分子ＥＬ素子。
【請求項９】前記高分子ＥＬ層、光吸収層が湿式法によ
り形成されていることを特徴とする請求項１～８のいず
れかに記載の高分子ＥＬ素子。
【請求項１０】長尺の可撓性透光性基材を巻きだしつ
つ、連続的に、透明又は半透明な陽極の形成、湿式法に
よる高分子発光層を含む高分子ＥＬ層と染料を含む光吸
収層の形成、陰極層の形成、を行い最後に該長尺の可撓
性透光性基材を巻き取り、所定の大きさに切断すること
を特徴とする高分子ＥＬ素子の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機薄膜のエレク
トロルミネッセンス現象を利用した有機薄膜ＥＬ素子、
特に有機発光層が高分子発光体材料からなる高分子ＥＬ
素子に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ素子は、透明基板上に透明陽極
層、有機発光媒体層、陰極を順次積層した構造を有する
もので、自発光型素子である。
【０００３】有機発光媒体層の典型的な例としては、正
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孔注入層に銅フタロシアニン、正孔輸送層にＮ，Ｎ’－
ジ（１－ナフチル）－Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－１，１’
－ビフェニル－４，４’－ジアミン、蛍光体層にトリス
（８－キノリノール）アルミニウムをそれぞれ用いたも
のが挙げられる。これらの有機発光媒体層はいずれも低
分子の化合物であり、各層は０．０１～０．１μｍ程度
の厚みで抵抗加熱方式などの真空蒸着法などによって積
層される。このため、低分子材料を用いる有機薄膜ＥＬ
素子の製造のためには、複数の蒸着釜を連結した真空蒸
着装置を必要とし、生産性が低く製造コストが高いなど
の問題点があった。
【０００４】これに対し、近年、有機発光媒体層として
高分子材料を用いた高分子ＥＬ素子が提案されてきてい
る。発光層として高分子材料を用いるもので、ポリスチ
レン、ポリメチルメタクリレート、ポリビニルカルバゾ
ールなどの高分子中に低分子の蛍光色素を溶解させたも
のや、ポリフェニレンビニレン誘導体（ＰＰＶ）、ポリ
アルキルフルオレン誘導体（ＰＡＦ）等の高分子発光体
が用いられる。これら高分子発光体は、溶液に可溶とす
ることでスピンコート、フレキソ印刷などの湿式法で製
膜することができ、高い生産性が期待できる。
【０００５】陰極としては金属単体や、ＬｉＦ／Ａｌ，
Ｂａ／Ａｇ等の２種類の金属を積層させたものなどが用
いられる。これらは光反射性が強いため鏡となり外部か
らの光を反射してしまう。そのため発光していない状態
では外界の景色が映ったり、発光した状態においてはコ
ントラストが低下したり、黒色が表現できないという問
題があった。
【０００６】この問題を解決する方法としては、陰極表
面を粗くする方法や透明基板側に円偏光板等を導入する
方法がある。しかし、前者においては陰極表面を粗くす
ることにより電荷の集中する箇所が生じ、ショートしや
すくなるため有機ＥＬ素子の劣化が早まる、といった問
題があった。後者においては円偏光板が光の取り出し側
に導入されているため、外部光の反射光を弱めるだけで
なく発光媒体層からの発光の強度も弱められてしまう、
という問題があった。
【０００７】上記のような問題を回避して陰極表面での
外部光の反射を防ぐ方法としては、特開平８－２２２３
７４公報がある。この有機ＥＬ素子においては、電子注
入性光吸収拡散層を発光媒体層と陰極の間に設けてい
る。電子注入性光吸収拡散層とは光吸収拡散性材料であ
る黒鉛、金属酸化物等と、電子注入性材料である有機化
合物との混合物からなるものである。この製膜法として
は、真空蒸着法が特に好適であるとされている。
【０００８】ところで、高分子ＥＬ素子においては、高
分子層を蒸着法に比べコストが低く生産性の高い湿式法
により積層できることが特徴である。上記方法を高分子
ＥＬ素子に応用し、電子注入性光吸収拡散層を湿式法で
形成する場合、適当な溶媒に光吸収拡散性物質である黒
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鉛、金属酸化物等を分散させて製膜しなければならな
い。しかし、この溶液は分散溶液であるために均一塗布
することができない。また光吸収拡散性物質が膜内に均
一に分散されず、膜に斑ができてしまい、外部光の反射
を完全に防ぐことができないという問題があった。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記問題点を
解決するためになされたものであり、その課題とすると
ころは、高分子発光層と陰極の間に均一な膜の光吸収層
を設け、外部光が陰極表面で反射することを防ぎ、コン
トラストの高い見やすい発光面を有する高分子ＥＬ素子
を安価に提供することを目的としている。
【００１０】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、透光
性基材上に、少なくとも透明又は半透明な陽極層と高分
子発光層を含む高分子ＥＬ層と陰極層を順次積層してな
る高分子ＥＬ素子において、該高分子発光層と陰極層と
の間に少なくとも染料を含む光吸収層を一層以上含むこ
とを特徴とする高分子ＥＬ素子である。
【００１１】請求項２の発明は、さらに、正孔輸送層又
は／及び電子輸送層を含むことを特徴とする請求項１に
記載の高分子ＥＬ素子である。
【００１２】請求項３の発明は、前記光吸収層が、染料
と高分子発光体材料からなることを特徴とする、請求項
１または２に記載の高分子ＥＬ素子である。
【００１３】請求項４の発明は、前記光吸収層が、染料
と電子輸送性の高分子材料からなることを特徴とする、
請求項１または２に記載の高分子ＥＬ素子である。
【００１４】請求項５の発明は、染料及び前記高分子発
光層に用いられる高分子材料を含むことを特徴とする請
求項１～３のいずれかに記載の高分子ＥＬ素子である。
【００１５】請求項６の発明は、前記光吸収層が、染料
及び前記電子輸送層に用いられる高分子材料を含むこと
を特徴とする請求項２または４に記載の高分子ＥＬ素子
である。
【００１６】請求項７の発明は、前記光吸収層を形成す
る染料が、高分子発光層の補色を有する染料、または高
分子発光層の補色を有するように２種類以上の染料を組
み合わせ、からなることを特徴とする請求項１～６のい
ずれかに記載の高分子ＥＬ素子である。
【００１７】請求項８の発明は、前記光吸収層を形成す
る染料が、黒色を有する染料、または黒色を有するよう
に２種類以上の染料を組み合わせ、からなることを特徴
とする請求項１～７のいずれかに記載の高分子ＥＬ素子
である。
【００１８】請求項９の発明は、前記高分子ＥＬ層、光
吸収層が湿式法により形成されていることを特徴とする
請求項１～８のいずれかに記載の高分子ＥＬ素子であ
る。
【００１９】請求項１０の発明は、長尺の可撓性透光性
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基材を巻きだしつつ、連続的に、透明又は半透明な陽極
の形成、湿式法による高分子発光層を含む高分子ＥＬ層
と染料を含む光吸収層の形成、陰極層の形成、を行い最
後に該長尺の可撓性透光性基材を巻き取り、所定の大き
さに切断することを特徴とする高分子ＥＬ素子の製造方
法である。
【００２０】
【発明実施の形態】以下、本発明の高分子ＥＬ素子の一
例を図１，２に従って説明する。本発明による高分子Ｅ
Ｌ素子は、少なくとも透光性基材、透明または半透明陽
極層、高分子発光層を含む高分子ＥＬ層、陰極からな
り、必要に応じて、高分子発光層内に正孔輸送層又は／
及び電子輸送層を積層することができる。本発明におけ
る透光性基材１としては、ガラス基板やプラスチック製
のフィルムまたはシート等の可撓性透光性基材を用いる
ことができる。プラスチック製のフィルムを用いれば、
巻き取りにより高分子ＥＬ素子の製造が可能となり、安
価に素子を提供することができる。プラスチックフィル
ムとしては、ポリエチレンテレフタレート、ポリプロピ
レン、シクロオレフィンポリマー、ポリアミド、ポリエ
ーテルサルフォン、ポリメチルメタクリレート、ポリカ
ーボネート等を用いることができる。また、導電層を製
膜しない側にセラミック蒸着フィルムやポリ塩化ビニリ
デン、ポリ塩化ビニル、エチレン－酢酸ビニル共重合体
鹸化物等の他のガスバリア性フィルムを積層したり、カ
ラーフィルター層を設けたりしても良い。
【００２１】透明または半透明陽極層２としては、イン
ジウムと錫の複合酸化物（以下ＩＴＯという）を用いる
ことができ、前記基板上に蒸着またはスパッタリング法
により製膜することができる。また、オクチル酸インジ
ウムやアセトンインジウムなどの前駆体を基材上に塗布
後、熱分解により酸化物を形成する塗布熱分解法等によ
り形成することもできる。あるいは、アルミニウム、
金、銀等の金属が半透明状に蒸着されたものを用いるこ
とができる。あるいはポリアニリン等の有機半導体も用
いることができる。
【００２２】上記、透明または半透明陽極層が積層され
た透光性基材は、本発明のために特別に製造する必要は
なく、導電層の抵抗率や光線透過率に合わせて市販の基
材を用いることができる。
【００２３】透明または半透明の陽極層は、必要に応じ
てエッチングによりパターニングを行ったり、ＵＶ処
理、プラズマ処理などにより表面の活性化を行ってもよ
い。また、エッチングの代わりにニトロセルロース、ポ
リアミド、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、エチレン
－酢酸ビニル共重合体、アクリル樹脂、ウレタン樹脂等
を絶縁層として印刷してもよい。
【００２４】高分子発光層３としては、クマリン系、ペ
リレン系、ピラン系、アンスロン系、ポルフィレン系、
キナクリドン系、Ｎ，Ｎ’－ジアルキル置換キナクリド
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ン系、ナフタルイミド系、Ｎ，Ｎ’－ジアリール置換ピ
ロロピロール系等の蛍光性色素をポリスチレン、ポリメ
チルメタクリレート、ポリビニルカルバゾール等の高分
子中に溶解させたものや、ポリアリールビニレン系やポ
リフルオレン系等の高分子発光体を用いることができ
る。発光層として高分子を用いることにより、機械的強
度が強く、耐久性の高い長寿命のＥＬ素子を提供でき、
さらに湿式法を用いて積層できるため生産効率が高く安
価に製造できるため好ましい。
【００２５】本発明における高分子ＥＬ層は、例えば図
面２で示したように、正孔輸送層６または／および電子
輸送層７などを設けた多層構造であってもよい。
【００２６】正孔輸送層６を設ける場合は、銅フタロシ
アニンやその誘導体、１，１－ビス（４－ジ－ｐ－トリ
ルアミノフェニル）シクロヘキサン、Ｎ，Ｎ’－ジフェ
ニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェニル）－１，
１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ
（１－ナフチル）－Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－１，１’－
ビフェニル－４，４’－ジアミン等の芳香族アミン系な
どの低分子も用いることができるが、ポリアニリン、ポ
リチオフェン、ポリビニルカルバゾール、ポリ（３，４
－エチレンジオキシチオフェン）とポリスチレンスルホ
ン酸との混合物等の高分子材料が湿式法による製膜が可
能でありより好ましい。
【００２７】電子輸送層７を設ける場合は、１，３，５
－トリス（４－ｔｅｒｔブチルフェニル－１，３，４－
オキサジアゾール）ベンゼン（ＴＰＯＢ）などのオキザ
ジアゾール誘導体やトリス（８－キノリノール）アルミ
ニウムなどの８－キノリノール誘導体またはそれらの金
属錯体などの低分子も用いることができるが、ポリ（ピ
リジン－２，５－ジイル）、ポリ（キノリン－５，８－
ジイル）、ポリ（キノクサリン－５，８－ジイル）等の
高分子材料が湿式法による製膜が可能でありより好まし
い。
【００２８】正孔輸送層、高分子発光層および電子輸送
層は、トルエン、キシレン、アセトン、メチルエチルケ
トン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、メ
タノール、エタノール、イソプロピルアルコール、酢酸
エチル、酢酸ブチル、水等の単独または混合溶媒に高分
子材料を溶解させ、スピンコート、スプレーコート、フ
レキソ、グラビア、マイクログラビア、凹版オフセット
等のコーティング、印刷方法を用いて製膜することがで
きる。上記したような湿式法を用いると、生産効率が高
く、安価に製造できるため、好ましい。また必要に応じ
て、界面活性剤、酸化防止剤、粘度調製剤、紫外線吸収
剤などを添加してもよい。これらの膜厚は、単層または
複数層積層する場合においても合わせて１０００ｎｍ以
下であり、好ましくは５０～１５０ｎｍである。
【００２９】本発明における光吸収層４は、目的に適し
た色を有する染料が少なくとも含まれていればよいが、
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前記したような高分子発光層に用いられる材料と染料の
混合物や、前記したような電子輸送層に用いられる材料
と染料の混合物であることがより好ましい。前記高分子
発光材料と染料の混合物を用いると、積層の際、高分子
発光層との密着性などが向上する。また、前記電子輸送
材料と染料の混合物を用いると、電子輸送層を設ける必
要がない、または電子輸送層を設けたときに電子輸送層
との密着性が向上するなどの利点がある。また、必要に
応じてこれらに界面活性剤、粘度調製剤などを添加して
もよい。また、光吸収層は目的に適していれば単層に限
らず多層構造であってもよい。
【００３０】本発明における高分子ＥＬ素子の構成は、
一対の電極の間に少なくとも高分子発光層と光吸収層が
挟持されたものであれば特に制限はないが、例えば、
（ａ）透明導電層／正孔輸送層／高分子発光層／電子輸
送層／光吸収層／陰極、（ｂ）透明導電層／正孔輸送層
／高分子発光層／光吸収層／電子輸送層／陰極、（ｃ）
透明導電層／高分子発光層／電子輸送層／光吸収層／陰
極、（ｄ）透明導電層／正孔輸送層／高分子発光層／光
吸収層／陰極、（ｅ）透明導電層／高分子発光層／光吸
収層／陰極、などがあげられる。光吸収層を構成する材
料も考慮にいれた好ましい具体例としては、一対の電極
の間に（イ）正孔輸送層／高分子発光層／電子輸送材料
／光吸収層（電子輸送材料＋染料）、（ロ）正孔輸送層
／高分子発光層／光吸収層（電子輸送材料＋染料）、
（ハ）正孔輸送層／高分子発光層／光吸収層（高分子発
光体材料＋染料）、（ニ）高分子発光層／電子輸送層／
光吸収層（電子輸送材料＋染料）、（ホ）高分子発光層
／光吸収層（電子輸送材料＋染料）、などの層を挟持し
た素子構造があげられ、特に好ましいものとしては
（ロ）、（ハ）の構造があげられる。
【００３１】染料としては、高分子発光層の補色または
黒色を有するようになれば、１種類の化合物であっても
２種類以上の化合物を組み合わせてあっても、用いる溶
媒に可溶なものであればよい。ここで高分子ＥＬ素子が
正孔輸送層または／および電子輸送層を有する多層構造
である場合においては、高分子発光層の補色に限らず、
正孔輸送層と高分子発光層と電子輸送層の混合色の補
色、正孔輸送層と高分子発光層の混合色の補色、高分子
発光層と電子輸送層の混合色の補色などでもよいが、高
分子発光層の補色であることがより好ましい。
【００３２】染料として用いることのできる化合物は、
例えば、アゾ系、アントラキノン系、インジゴイド系、
フタロシアニン系、ジフェニルメタン系、トリフェニル
メタン系、キサンテン系、アクリジン系、アジン系、オ
キサジン系、チアジン系、メチン系、キノリン系、ニト
ロ系、ニトロソ系、ベンゾキノン系、ナフトキノン系、
ナフタルイミド系、ペリレン系染料等やそれらの金属錯
塩染料、その他既存の染料があげられる。具体的には、
アニリンブラックやＳｏｌｖｅｎｔＢｌｕｅ３５などが
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7
あげられる。染料に用いられる化合物に蛍光性または燐
光性がある場合、発光媒体である高分子発光体の発光色
を妨げるので、蛍光性または燐光性を持たない方がより
好ましい。また、湿式法で光吸収層を積層する場合、染
料を用いることにより、分散系の着色材料に比べ、均一
に着色した膜が得られるため好ましい。
【００３３】光吸収層は少なくとも染料を適当な溶媒に
溶解させ、スピンコート、スプレーコート、フレキソ、
グラビア、マイクログラビア、凹版オフセット等のコー
ティング、印刷方法を用いて製膜することができる。上
記したような湿式法を用いると、生産効率が高く、安価
に製造できるため、好ましい。用いる溶媒としては、例
えばトルエン、キシレン、アセトン、メチルエチルケト
ン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、メタ
ノール、エタノール、イソプロピルアルコール、酢酸エ
チル、酢酸ブチル、水等の単独または混合溶媒等があげ
られる。光吸収層に陰極層が接する場合には、陰極材料
は水分に弱い金属が用いられるので、水またはアルコー
ル類を溶媒に用いて製膜しない方が好ましい。光吸収層
の膜厚は、単層または複数層積層する場合においても１
０００ｎｍ以下であり、好ましくは１０～１００ｎｍで
ある。
【００３４】陰極層での外部光の反射を防ぐためには、
光吸収層で適当な量の外部光を吸収する必要がある。光
吸収層は可視光透過率が８０％以下、好ましくは６０％
以下になるように、染料および膜厚を調製することが望
ましい。
【００３５】陰極層５としてはＭｇ，Ａｌ，Ｙｂ等の金
属単体を用いたり、発光媒体と接する界面にＬｉやＬｉ
Ｆ等の化合物を１ｎｍ程度はさんで、安定性、導電性の
高いＡｌやＣｕを積層して用いる。または、電子注入効
率と安定性を両立させるため、仕事関数の低い金属と安
定な金属との合金系、例えばＭｇＡｇ，ＡｌＬｉ，Ｃｕ
Ｌｉ等の合金が使用できる。陰極の形成方法は材料に応
じて、抵抗加熱蒸着法、電子ビーム法、スパッタリング
法を用いることができる。陰極の厚さは、１０ｎｍ～１
０００ｎｍ程度が望ましい。
【００３６】また、本発明の高分子ＥＬ素子は、透光性
基材として長尺の可撓性のある基材を用いることによ
り、連続的に基材を巻きだしながら、陽極層、高分子Ｅ
Ｌ層と光吸収層、陰極層を形成し、最後に該基材を巻き
取り所定の大きさに切断することができる。この時、陽
極層は上記したような蒸着またはスパッタリング法また
は塗布熱分解法等で形成することができ、高分子ＥＬ層
と光吸収層は上記したような湿式法等で形成することが
でき、、陰極層は上記したような蒸着法または電子ビー
ム法またはスパッタリング法等で形成することができ
る。また、前記高分子ＥＬ層にはもちろん必要に応じて
正孔輸送層又は／及び電子輸送層を含むことができる。
このように連続的に湿式法を主体として高分子ＥＬ層を
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成膜していくことにより、生産効率の高くなり、安価に
高分子ＥＬ素子が提供できる。
【００３７】
【実施例】以下、実施例を用いて本発明を詳細に説明す
る。
＜実施例１＞実施例１における高分子ＥＬ素子を以下図
面３に従って説明する。ＩＴＯ付きガラス基板８上に正
孔注入層９としてポリ（３，４－エチレンジオキシチオ
フェン）とポリスチレンスルホン酸の混合物（以下ＰＥ
ＤＯＴ／ＰＳＳという）を、次いで高分子蛍光層１０と
してポリ［２－メトキシ－５－（２’－エチル－ヘキシ
ロキシ）－１，４－フェニレン  ビニレン（Ｐｏｌｙ
｛２－ｍｅｔｈｏｘｙ－５－（２‘－ｅｔｈｙｌｈｅｘ
ｙｌｏｘｙ）－１，４－ｐｈｅｎｙｌｅｎｅ  ｖｉｎｙ
ｌｅｎｅ｝、以下ＭＥＨ－ＰＰＶという）を用い、スピ
ンコート法によりそれぞれ厚み２０ｎｍ、８０ｎｍのコ
ーティングをおこなった。次いで光吸収層１１として、
ＭＥＨ－ＰＰＶと染料のアニリンブラックとの混合物を
用い、スピンコート法により厚み２０ｎｍのコーティン
グをおこなった。次いで、陰極層１２としてＭｇＡｇを
２元共蒸着により２００ｎｍ形成した。この高分子ＥＬ
素子の光吸収層と同じ構成の膜を別途作製し、可視光透
過率を測定したところ５０％であった。
【００３８】得られた高分子ＥＬ素子は、５Ｖの電圧を
印加したところ１００ｃｄ／ｍ2の均一な発光を得るこ
とができた。コントラスト比は１００：１であった。
【００３９】＜実施例２＞実施例２においては、実施例
１における染料として、ＭＥＨ－ＰＰＶの発光色の橙色
の補色である青色を有するＳｏｌｖｅｎｔＢｌｕｅ３５
を用いた例を示す。この染料を用いた光吸収層を設けた
高分子ＥＬ素子を実施例１と同様の方法で作成した。こ
の高分子ＥＬ素子の光吸収層と同じ構成の膜を別途作製
し、可視光透過率を測定したところ５０％であった。
【００４０】得られた高分子ＥＬ素子は、５Ｖの電圧を
印加したところ１００ｃｄ／ｍ2の均一な発光を得るこ
とができた。コントラスト比は１００：１であった。
【００４１】＜比較例１＞比較例１においては、光吸収
層を設けない例を示す。光吸収層を設けないこと以外は
実施例１、２と同様の方法で作成した。
【００４２】得られた高分子ＥＬ素子は、５Ｖの電圧を
印加したところ１００ｃｄ／ｍ2の均一な発光を得るこ
とができたが、コントラスト比は１０：１であった。
【００４３】＜比較例２＞比較例２においては、光吸収
層として、ＭＥＨ－ＰＰＶのトルエン溶液中に黒鉛を分
散させたもの用いてスピンコート法により形成した例を
示す。この光吸収層を設けた高分子ＥＬ素子を実施例
１、２と同様の方法で作成した。
【００４４】得られた高分子ＥＬ素子は、発光面にムラ
があり、コントラスト比は３０：１であった。
【００４５】
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【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、高
分子ＥＬ素子において高分子発光層と陰極との間に、少
なくとも染料からなる光吸収層を湿式法により設ける
と、均一な膜を形成でき、コントラスト比の高い見やす
い発光面を有する高分子ＥＬ素子を提供することができ
る。また、高分子ＥＬ層を湿式法で成膜することにより
生産効率の高く、安価に素子を提供できる。
【００４６】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の高分子ＥＬ素子の断面構造の一例を示
す説明図である。
【図２】本発明の高分子ＥＬ素子の断面構造の別の一例
を示す説明図である。
【図３】本発明の実施例１の高分子ＥＬ素子の断面構造
を示す説明図である。 *
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*【符号の説明】
１、透光性基板
２、透明陽極層
３、高分子発光層
４、光吸収層
５、陰極層
６、正孔輸送層
７、電子輸送層
８、ＩＴＯ付きガラス基板
９、ＰＥＤＯＴ／ＰＳＳ層（正孔輸送層）
１０、ＭＥＨ－ＰＰＶ層（高分子発光層）
１１、ＭＥＨ－ＰＰＶ／アニリンブラック層（光吸収
層）
１２、ＭｇＡｇ層（陰極層）

【図１】 【図２】 【図３】
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